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　暗闇があった。
　どこまでも続く、漆黒の空間。久遠の夜に敷かれた、ただ一本の道。
　そこには、彼女の両親がいた。優しい笑顔を持つ父親。愛情という温もりを持つ母親。
　彼女は後ろを振り向いた。幼すぎる、妹の姿。赤子にもなっていない、胎児の姿。
　ふいに、その胎児が姿を消した。暗闇に溶けるように、音もなく消えた。
　彼女は驚愕して、後ろの両親へと振り返った。そして、戦慄する。
　彼女の双眸に映ったのは、焼けただれた両親の姿だった。聞き分けることのできないような、小さく、暗い声で何かを呟いている。
　その呟きは、絶叫だった。あるいは、懇願だったかもしれない。眉間にできたしわは裂傷となって彼等の顔面から鮮血をほとばしらせ、身体を深紅に染め上げる。
　彼女は走った。どこまでもどこまでも走り続けた。
（何のために？）
　逃げるために。彼女は本能的にそう叫んだ。
　足が折れるほどに走り続け、力尽きて彼女はその場に倒れ込んだ。
　もう起きれない。乱れる呼吸と鼓動を交互に押しのけながら、彼女は安息の地を求めた。永遠に、安らぎに満たされる地を。
　そんな中、一本の手が彼女に差し伸べられた。優しそうな、温もりを持つ男の手。両親
を懐旧させるようなその手を、最後の力を振り絞ってつかみ----                      

　見上げると、その手の主は、血塗れになっていた。銀髪を振り乱した、中年の男。
　彼女は悲鳴をあげた。これ以上ない、悲痛の叫びを。
　再び彼女は走り出した。もう逃げ出したい。安息がないというのなら、この『世界』か
ら逃げ出したい----                                                              

　彼は困っていた。
　助け出したのはいいが、その女の子は腕の中で意識を失ってしまった。そうかと思うと、今度は苦しそうな顔をして、うなされ続けている。
　崩れ果てた地割れから、彼女を抱えて彼は、外に出てとりあえず横にさせようと考えた。
そこまではいい。そこまではいいが----                                            

（……やっぱ、地べたにそのままってのはまずかったかな？　寝心地悪そうだし。）
　ゴツゴツした石がいくつも転がっている足下を一瞥し、頭を掻いて彼は、辺りを見回した。すると、発電所の地盤が、アスファルトできれいに舗装されているのが見える。
（お、あそこいい感じ。あっちに移すか。）
　指を鳴らし、彼は女の子を担ぎ上げようとして頭の下に手を伸ばし----              

「----もうやめてぇ----っ！」                                                    

「ぅおわあぁっ！？」
　叫び声と共に、飛び起きた彼女の様子に驚き、彼は後ろ五メートルほど飛び退いた。が、あまりの唐突さにバランスを崩してしまい、後頭部から地面へ滑り落ちる。
「いでででででででっ！」
　その悲鳴に、今度は目覚めた少女----リオが驚いた。見ると、一人の男が頭からスライ
ディングをしている。それも背面に。
（…………？）
　怪訝に思い、リオはその場に立ち上がった。そして、気付く。いつの間にか、地下から外に出ているではないか。
　ますます訳が分からなくなり、リオは痛みにもがいている男の方へと歩み寄った。
　体型からして、どう見てもあの老人ではない。白い布地に紫の霧がかったような服を纏ったその男には、ちゃんと髪も生えているし、目も黒い。年の頃は二十一、二といった感じで、背は兄よりも少し高いだろうか。肩幅の広い、筋肉質の四肢をしている。
「痛い……痛いぃ……。」
　半泣きのような声を上げて、その男は未だに後頭部を押さえていた。それを見てか彼女は、自分の頬も涙で濡れていることに気付く。さっきまで、うなされていたらしい。
　そういった状況を考えると、どうやら彼が助けてくれたようだが----                

「……あの、すいません？」
　恐る恐る、声をかけてみる。
　その声に、ピタッと動きを止めた男の様子に、リオは思わず身を震わせた。後ずさりしそうになるが、何とか踏みとどまる。
　やがて、その男はこちらを振り向いた。兄よりも長い黒の短髪が、似合うようで似合ってない。特にこれといった特徴のない顔をしたその男は、しばらくこちらを凝視していたが、やがてその場に飛び起きた。
「……ああ、気が付いたんだ？」
　言って、笑いかけてくる。背中をはたきながら彼は、後を続けた。
「びっくりしたよ、まさか本当に崩れてくるなんてさ。俺が来てなきゃ、今頃どうなってたか。」
「……あ、ありがとう、ございます……。」
　話の内容はまだよく分からないが、とにかく彼女は、恩人であるらしい彼に礼を言う。
「あ、いやゴメン。そんなつもりじゃないんだ。ただ、ここって元々は炭坑だった所でさ、地下が空洞になってるんだ。で、空洞に近い部分を何ヶ月か前に破棄したらしいんだけど、そこの電気もまだ生きていたらしくって、あの変な爺さんはそれを利用して『ビューア』を使っていたようだな。どうやってここを知ったのかは分からないけど。」
「……あの、あなたは……？」
「で、これまた原因が分からないけど、ともかくその空洞が崩れたんだ。従って、その上にあるものも落ちる。それがつまり、あの爺さんの乗っていた山だったんだ。炭坑は結構深く掘っていたらしくてね。そうでなくともあんな爺さんじゃ、もう助からないだろうな。まあ、世界征服がどうとかっていう危ないヤツじゃ、死んでもしょうがないけどさ。」
「……えっと……」
「それで俺なんだけど、まあどうやらあの爺さんが俺の名をeq \o\ad(\s\up 10(かた),騙)っていたようなんだけどさ、君の『世界』の掲示板を見て、文字通り飛んできたってわけさ。俺は書いた覚えないのに、発信地がうちになってるから、アレ、って思ってね。ここの地下っていうから、ひょっとして……なんて胸騒ぎがしたんだ。来てみて正解だったよ、無事でよかった。」
　そこまで言い切って、彼はようやく息をついたようだった。
「……そういえば君、何か言いかけてたね？　何か言いたいことでも？」
「いえ……さすがに、分かってきたので……。」
　苦笑し、うつむきながら応えるリオに、男は首を傾げた。
「？　……まあいいや。そういえば、自己紹介がまだだったな。」
　あっけらかんとした口調で、今更のように男は言った。
「俺の名は、アルテ。『世界』じゃスリーユなんて名乗ってる。君は？」
「……リオ。」
　尻すぼむような、小さな声でリオは自分の名を呟いた。
「リオか、いい名だな。よろしく。」
　そう言ってアルテは、握手を求めてきた。多少戸惑いながらも、リオは手をその握り返す。その様子に彼は、小さく笑みを洩らした。
「……何か、面白い子だね？　面白いといえばリーゼさんも……って、君は知るわけないか。俺の同僚なんだけどさ、普段はつーん、と黙ってるくせに、彼女は一度しゃべりだしたらもう、ペラペラペラペラとまあ、しゃべるしゃべる……」
「----って、そういうアンタはデリカシーってのがなさすぎんのよっ！」              

　ズカッ！
「ぐおおぉっ！？」
　突如現れた女の声と、地面に頭を急降下させる男にリオは、もう何度目かの瞠若をした。
　声のした方----つまり、男の背後を見やると、そこにはやはり女がいた。細身の長身で
エミストよりも長い、風に流れるような黒の髪をした美女。だが、美人というには幼すぎるような、碧眼をした童顔の女。
　再び頭を抱える男と似たような格好をしているその女は、呆れるようにため息をついた。
「全くこの男は……女と話す時くらい、ちょっとは相手のことを考えなさいよね？」
「ふぁい……。」
　相当痛いのか、つらそうに頭を抑えながら、情けない声で彼は応えた。
「ほら、何いつまでも小さな女の子の前で醜態さらしてんの？　しっかりしなさいよ。」
（誰のせいなんだろう……？）
　そんな言葉が脳裏をよぎったが、リオにはとても言い出せなかった。
「あー、まだ頭がズキズキする……。」
　かぶりを振り、その男は『セルフ』を押し運びながら頭を抱えてそううめいた。
　今リオ達が歩いているのは、アースガルドの内部だった。静かな、長い廊下をただ黙って進んでいる。
　あれからしばらく、アルテと女が何やら話していたが、リオにはあまり内容が分からなかった。そのうち、彼女をこのまま一人にするのもどうかということで、女が一瞬にして
『セルフ』----「女に持たせるつもり？」とリーゼがすごんでアルテに運ばせている----

と一緒にここまで連れてきてくれたのだ。空間移動の『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』を使って。
　それを見てリオは、驚愕を隠せなかった----まさかこの近日に、そんな大それた術を使
う人間を二人も見ることになろうとは。
「……しっかし、アンタよくもまぁ、あんなもので外に出たわよねー。」
　その、未だ名も知らない女が、思い出したように口にした。
「ハングライダーなんて、今時使うヤツいないわよ。あんな原始的かつ、最も効率の悪い移動手段なんて。逆方向に風が吹いていたら、どうしてたのよ？」
「いや～、あの時は急いでたもんだからさ……ＩＤ不要で、かつ俺が簡単に扱えるってったら、あれくらいしかなかったんだよ。」
「はぁーあ、これだから筋肉バカは……」
　顔に手を当て、うめくように言い捨てる女。
「その様子じゃ、こっちに戻ってくることまでは考えてなかったみたいね。あんなもので、しかも二人となると飛べるはずないもの。」
「いや、俺も挨拶程度ですまそうと思ったんだけど……うなされたりして具合悪そうだったし、第一小さな女の子を一人、夜道に残すわけいかないじゃないの。」
「小さな女の子、ねぇ……。」
　意味ありげに小さく呟く彼女に、今度はアルテが思い出したように口を開いた。
「そういやリーゼさん、君はこの子に自己紹介してないんじゃない？」
「いいわよ、アンタがさっきから名前を連呼してるし。それに初対面じゃないし。」
「初対面じゃ……ない？」
　そう洩らしたのは、アルテではなかった。
「あの……私、今までに会ったことありますか？」
　顔を覗き込むようにリオがそう言うと、女は一つため息をついて、
「……この前は、アタシの顔に傷つけてくれたじゃない？」
　そう言って苦笑し、右目でウィンクしながら、左目の下を指さす。
　そしてしばらく、リオはそれを黙って見ていたが----                              

「あ----------------っ！！」                                                    

「……びっくりした。何もそこまで驚かないでもいいじゃない。」
「だ、だって、だって……」
「だっておっかない面構えして、あんなに恐いんだもん。男かと思ってた。」
「やかましい。」
　eq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽヽヽ),それなりに)声色を変え、リオの後を続けたアルテの顔面を、女----リーゼは、そちらを
振り向きもせずに裏拳をたたき込んだ。
「いってぇ……頭に響くから殴るのはやめてほしいんだけどさ。まだ痛むんだぜ？」
「うるさいわね、アンタが変なこと言うからでしょ。」
「そんなこと言われても……考えてること、大体あってるもんなぁ？」
「……………………。」
　困ったようにうつむくリオを一瞥し、リーゼは半眼であさっての方を向いた。が、どうにか表情を取り直し、彼女は隣の少女へと向き合った。
「じゃ、改めて……じゃないわね、ちゃんと自己紹介するわ。アースガルド六番隊将軍、リーゼよ。よろしくね、『ヴァルキリー』のお嬢さん。」
「『ヴァルキリー』……っていうと、あのレジスタンスの？」
　すっとんきょうな声をあげるアルテに対し、リーゼは非難の声をあげた。
「んっとに……アンタも何度も見たことあるでしょ？　気付かなかったの？」
「いや～、ひょっとしたら、どっかで見た顔かなってくらいは思ってたんだけど。」
　そう言って脳天気に笑うアルテ。
　だが、リオは沈鬱な表情を見せていた。その場に足を止め、うつむいてしまう。
「やっぱり……アースガルドの人なんですね？」
「そうよ。そこの間抜け面も、一応二十一番隊を束ねる将軍職に就いているわ。」
　リーゼの言葉に、リオは驚きを隠せなかった。
「……ショックか？」
　こちらの意図が分かったのだろう、アルテが顔を覗き込んでくる。
　リオは、どう応えていいのか分からなかった。
「確かに俺は、いや俺達はアースガルドの人間だ。どういう経緯であろうとな。アースガルドが何をやっているか、また世間がそれをどう見ているのか、それも十分承知しているつもりさ。けど、だからってその中にいる人間全てが悪者だと考えるのは、ちょっと軽率だと思うぜ。」
　腰に手を当て、肩をすくめる。小さく息をついて、相棒の方へと目を向ける。
「どうですかね？　アースガルド生まれのリーゼさん。」
「そうね、行き倒れのところをこんな所に拾われた人と同意見よ。」
　つんとした表情で、あさっての方を向く彼女の姿に、アルテはニヤリとした。未だ沈黙しているリオの頭にポン、と手を乗せ、笑いかける。
「な？　少なくとも、こんな所にもまともな人間は二人もいるんだ。」
「あら、一人の間違いじゃない？」
　わざとらしい笑みを浮かべるリーゼに、アルテはふくれっ面をしてみせた。が、それはすぐにかき消された。怪訝の表情によって。
　ふとアルテは首を回し、eq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽヽヽヽ),今更のように)辺りを見回した。自分達、将軍職の仕事場でもあり、住まいでもある棟の中を、可能な限り、隅々まで検索する。
「そういや……ここって、こんなに静かだったっけか？」
「……やっぱり、アンタもそう思う？」
　真剣な面差しでこちらを見つめ返す相棒に、アルテは頷いてみせた。
「ここだけじゃないわ。兵士棟も全部、もぬけの殻よ。さっきここを出る前、セキュリティルームに行って確認してみたの。それだけじゃない。昼に地上とアクセスしたっきり、全く移動すらしてないわ。ついさっきまではビフロストの係員くらいならいたのに、今ここにいる人間はたったの四人よ。」
「四人？」
　アルテは眉をひそめて聞き返した。
「私達三人と、あの仏頂面。」
「いや、もう二人いるよ。さっき、君を捜しに走っている間に会った。女の子も連れていたから、ここの兵士じゃないだろうと思ってたんだけど。」
「女の子？」
　それを聞いてリオは、パッと表情を輝かせた。アルテは彼女へと視線を向け、
「何だ、君の友達だったのか？」
「すいません、それ、どこで見かけたんですか？」
「下の噴水のあたりだったけど……もうさすがにいないだろうよ？　かれこれ、二時間は前のことだから。」
「……そうですか。」
　そう言って、リオは残念そうな顔をした。
「……探してあげようか？」
　と、ふいにそんな声が聞こえる。振り向くと、リーゼは自分の後ろを指さしていた。その先に一枚のドアが見える。
「ここが、私達の部屋よ。といっても勘違いしないでね、あくまでここは仕事場で、別に同棲してるってわけじゃないから。」
「だったらこの部屋で、俺等にどうせーっちゅーねん。」
「……信じらんない。」
　冷たく吐き捨てた彼女の言葉に、アルテはそれこそ冷たく、固く凍り付いた。まあ、それはどうだっていいのだが。
　中に入ると、そこは想像以上に綺麗にまとめられていた。まあ、女性のいる部屋なんてこんなものかとリオは思ったが、仕事場というともう少し荒れていそうな気がしていた。
「こっちよ。」
　リーゼに誘導されて、リオは左手の奥へと入っていく。そこには机と、簡易ベッドが二つずつ、規則正しく並べられていた。そしてそのうち、片づけられていない方の机の上に、それはあった。リーゼがそこの席に座る。
「これ----あいつのなんだけどね。ここの最上階にあるセキュリティルームとリンクして
あるから、今はあそこにあるコンピュータと同じ機能を使えるわ。『ビューア』にこんな使い方があるってのは知らないでしょ？」
　リオは黙って頷いた。リーゼはそれを確かめて、さらに続ける。
「まあ、普及しだしたのが、つい最近のことだし……こんな使い方するのも、大それたシステムという環境を持つ、ごく一部の企業の人間だけだけどね。大抵は『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』を使っ
た通信が主なんだろうけど----っと、話したいのはそのことじゃなかったわね。」      

　そう言って、キーボードを叩き始める。それにつれ、画面に大きく変化が現れる。
「ここの各ブロックに設置されているスキャナから情報を取り込んで、どれくらいの人数なのかチェックすることができるのよ。かといっても、至る所に設置してるってわけでもないから、チェック洩れもあったりするんだけどね。さっき、アルテの言っていた二人がチェックされなかったのは、そのためと思うわ。多分、どこかに隠れていたが、たまたま
スキャナのない所を通っていたか----」                                            

「……じゃあ、二人が今どこにいるかってのも----」                                

「分かるわよ。チェック洩れしない限りはね。」
　言うと同時に、入力が完了したらしい。リーゼはキーボードから手を離した。
　画面が急速に切り替わる。アースガルド全体を模していたらしい立体画像は、そのまま一部を拡大して広がっていく。そしてそれは、次第に建物のフロア単位に映し出され、そのうちの一部が赤く点滅する。
「ここが現在地、私達がいる所よ。この二つの点がそう。」
「……じゃ、この一つ離れた点が、アルテさんですね？」
「……まあ、そういうことね……あいつ、まだ凍り付いてんのかしら？」
　そううめいて、彼女は再びキーボードを叩いた。
「角度を変えたんですか？」
「そうよ。これがアルテで、この二つが私達ね。」
　言って、指さす。が、リオからはそれが隠れて見えない。
「……あの、見えないんですけど？」
「あら、ゴメンね。ちゃんと指さしたつもりだったんだけど----」                    

　リーゼは、首を傾げて画面から手を離した。だが、そこには二つの反応はなかった。二
人が怪訝に思っていると、外から声が聞こえてくる----                              

「----あれ、さっきの二人じゃないか。こんな所でまた会えるとはね？」              

　それと同時に、謎が氷解する。二つの反応は、消えたわけではなかった。動いていたのだ。つまり今は、アルテのと重なって三つの反応がそこにある。
「お兄ちゃん！　エッちゃん！」
　リオは通路にいるであろう二人の名を連呼して、部屋を飛び出した。そこには予想通り
の顔が二つ----こちらを見て瞠若しながら----確かに並んでいた。                    

　----だが、                                                                    

『……はぁ？』
　兄妹は同時に、お互いの姿を認めるや否や、相手を指さして呆然とした。まさか兄が自分の嫌いな兵士の格好をしているとは思ってもなかったし、地上で別れたと思っていた妹
が目の前にいるのだから、まあ反応というとそんなところだろう----もっとも、ウォード
の隣に佇むエミストは、違うことに注視していたが。
　リオの後ろから、見たことのある----正確にいえば、対峙したことのある----女が現れ
たのだ。彼女はその姿を認めるが早いか、大きく後ろに跳んで身構えた。一方、リーゼがこっちにやってきたことを知らないリオは、そんな彼女を見て首を傾げる。
「……エッちゃん？　どうしたの、そんな恐い顔をして。」
「二人とも、早く離れて！　敵よ！」
　まあ、実際ここは敵の本拠地なのだから、敵が現れても全くおかしくはないわけだが、ここには自分達しかいないと言われたばかりのリオは、ますます怪訝に思った。
　そしてふと、後ろを見やる。そこにはリーゼが、見透かすような笑みでこちらを眺めて
いた。エミストではなく、自分の方を----そこでリオはハッとした。                  

「あ、大丈夫よ、エッちゃん。確かにこの人は、セッスルムニールに忍び込んできたけど
----そんな悪い人じゃないみたい。」                                              

「そんな、じゃない。まるっきりいい人さ。彼女と俺は、人を傷つけることなんてしないんだから。もっとも、悪人は容赦しないけどな。」
　俺は、とわざわざ付け加えるのはどうしたものかとリーゼは思ったが、相棒の性格は今更何を言っても変わりはしない。長所も、短所もだ。胸中でため息をつき、話に割り込んだ相棒の姿を一瞥して、とりあえず相手を安心させようと、彼女は頭の上に手を上げた。
「……そういうことよ。少なくともあなた達に、危害は加えないわ。」
　ウォードは、もとから彼女の姿を見たことがなかったため、全く状況がつかめないようであったが、エミストは少なからず警戒心を残してはいたようだった。それでも、自分の親友の言葉を信じ、身体に溜めていた力をゆっくりと吐き出す。
「……なるほどね。確かに、致命傷を与えるようなことはしてなかったわね。」
「あの金髪の人には、ちょっとひどいことをしたわ。首領だけあって、昏倒させようとしても無理だったから。」
　そこでようやく、ウォードは目の前の女が、以前リオ達が話していた黒ずくめのことだというのに気が付いた。ああ、と手を打って、思わず口を滑らせる。
「ああ、この人が……お前達が、この前『禿頭の暗殺者』だとか『地獄の使者』とか言ってた黒ずくめか？」
　彼がそう言うなり----                                                          

　まず、エミストが動いた。後ろから、ウォードのふくらはぎを思い切り踏み抜く。eq \o\ad(\s\up 10(あらが　),抗う)ことなく崩れ落ちる彼の身体に、今度はリオの拳がめり込んでいた。
　結果、静かに、瞬時にして気絶した兄であれ、友人である彼を後ろに、少女二人は乾いた笑い声を発した。ついでに、あさっての方を向く。
　対してアルテは、そんな様子を目の当たりにし、目をしろくろさせていた。俺の身の回りの女って、こんな恐ろしいのばっかりだ、とは口が裂けても言えなかった。言ったら負けだ。相棒の方へ振り向いてもそうだ。とりあえずここは、何とかやり過ごさないといけ
ない。失敗すれば、自分を待ち受けるのは死だ----                                  

　だが収拾をつけるのは、自分しかいない。彼女の怒りを静めないと、それこそこの子達
の身は保証できない。そんなことを半ば本気で思い、だが決意して彼は隣を向き----    

（……ありゃ？）
　アルテは思わず、眉をひそめた。
　リーゼは、笑っていた。自分と同じような、あっけに取られた表情のままで。声は出さ
ず、だが口を抑え、嬉しそうに笑っていた。久しく見ていない----いや、ひょっとして初
めて見るかもしれない、彼女の表情。
　アルテは、呆然としていた。思わず、唇が少し緩んでしまっていることに気付かないほどに。
「……そうか、」
　気が付けば彼は、声に出して独白していた。
「これが……君達の目標なんだな。」
　安らぎを求め、自分達の身の置き場を求めて戦っている----                        

　彼等は戦ってはいなかった。反駁さえしていなかったかもしれない。
　ただ、自分の道を信じていただけだ。信じていたつもりだけかもしれないが。
「平和という名の『世界』……か。君達と一緒に、見てみたくなってきたよ。」
「ぜひ私にも見せてもらいたいものだな。実に強く興味を持った。」
　耳元で囁かれたその声に----                                                    

　彼は怪訝に思った。あるいは戦慄したかもしれない。
　だがどのみち、そんなことを考えられるほど、感情に余裕はなかった。
　そして、気が付けば彼等は、凍てつくような爆音と共に、身体を引き裂かれていた。
＿／＿／＿／　第７章『世界樹の葉』　＿／＿／＿／

「『世界』には、二つの魔法がある。感情の『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』と存在の『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)----」          

　ラグナロク終戦後、どちらかといえば裕福な時代に生まれてきた自分にとって、それはもはや神話のようなものであった。
　そういえば、家族は今、どうしているだろう。家を飛び出してから、もう五年がたとうとしている。妹は今年で成人だ。何か贈り物でもした方がいいだろうか。
　だが、もう自分の存在は忘れ去られているかもしれない。だとしたら、つまらない思い出も忘れてほしいものだ。自分を裏切った、あの思い出も。ラグナロクのように、忘れ去られてしまいたい。
　ラグナロク。世界を引き裂いた、世紀の大戦争。
　同じく神話のように語り継がれる、酷くつまらない戦争。『世界』を、人間を滅ぼした、人間の手によって始められた争い。
　そのeq \o\ad(\s\up 10(さなか),最中)、生まれ出たものが二つあった。『魔法』という概念と、それを機械に組み込む『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』。
「それは適切ではない。概念というよりは、『魔法』という新次元----」              

　だが、そのうち『魔道具士』は、戦乱の終焉と共に、いずこかへと消え去った。
「新次元のeq \o\ad(\s\up 10(はくぜいか　),薄脆化)と共に、神の使徒は存在を追われた----」                          

　かつては広すぎた『世界』。それはラグナロクによって、全ての命に等しく分けられた。
動物、植物、人間、鳥、昆虫、魚----微生物だけは相変わらず逞しく生きているが。一つ
の大陸に封印された人間種族は、五十余年をかけて『世界』を修復させた。
「あの爆発の中心が、この大陸であった。ただそれだけのこと。戦火の中心であった、こ
の大陸からあの爆発は起きた----」                                                

　そして復活した『世界』。だが、滅んだはずの人間は、今なぜ存在している？
「それは----」                                                                  

　次に受けたのは、衝撃だった。幼い頃、公園に遊びに行って、乗ったブランコからまっ逆さまに落ちた時に受けたそれと、よく似ていた。
　だが、それと異なるのは、その後なお、身体が宙をさまよっているということだ。ブランコから落ちたら、もう地面とご対面するしかない。
　摩擦に伴う熱と音が非定期的に繰り返され----やがて身体は、飛ぶのをやめた。      

　起きあがれるだろうか。摩擦熱だけでもダメージは十分にあった。それでなくとも、爆発をこの身に受けたのだ。血塗れ程度ではすまないかもしれない。その上、身体を引き裂
かれたのだ----                                                                  

（----引き裂かれた？）                                                          

　彼は訝った。引き裂かれたのなら、もう死んでいるはずだ。
　なのに、思考ができる。感覚も残っている。自分は今、石畳の上にうつ伏せになっているということはすぐに知れた。自分はまだ、生きている。
（それなら----起きあがれるはずだ。）                                            

　彼は、渾身の力を振り絞って起きあがった。そして、辺りを見回す。
　そこは、表広場だった。遠くには、あの大きな噴水が見える。四つの身体が、自分を囲むようにして倒れていた。その近くに、自分が運んできた『セルフ』も見える。辺りにはやはり兵士の姿はなくeq \o\ad(\s\up 10(　ミッドガルド　),、下界と)繋ぐ駅は、静かに隅に佇んでいる。
　痛む身体を押さえようと、彼は両手を動かした。そして、eq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽ),初めて)自分の身体を見る。
　傷は、一つたりともついてはいなかった。いつの間にか、痛みも消えている。いや、もとから痛みなんて感じていなかったのかもしれない。確かに他の四人とも、傷らしいものなど見あたらない。
　それから何かを思いかけて、彼は思わず瞠若した。当たり前すぎて気付かなかった----

（----まさか。もう日は完全に落ちたはずだ！）                                    

　彼は改めて辺りを見回した。一方角に集まるビル群。それに囲まれるようにして佇むクリスタル・タワー。自分の足下に倒れているのは、まぎれもなく彼の相棒である。青空のeq \o\ad(\s\up 10(もと),下)で、それらがはっきりと、見て取れた。
（夢じゃ、ない----じゃ、なぜ----）                                              

「なぜ、明るいのか----とでも言いたいのか？」                                    

　爆発の直前に、彼の耳元で囁いた声が、再び彼の前に現れた。
「アルテ＝フィールドハウト……貴様のことだけは、全く分からなかった。」
「……まるで、それ以外なら何でも知っているってな言い方だな？」
　相手を射抜くような視線を投げつけ、覗き込むようにアルテは顔を傾けた。
「そう……私は『世界』の全てを知っている。貴様以外のこと全てを。」
　漆黒と、鮮血の混じったようなマントをはためかせ、その老人は静かに応えた。
　実際、アルテはその男が直立しているところをほとんど、見たことはなかった。背丈は百九十センチを超え、胸囲は自分より一回り大きい男。早い話が、六十近いはずのその老人は、自分より全体的に大きい体躯の持ち主だった。それが今は、鎧や小手、具足といった防具を身につけているため、もう一回り大きく見える。ただ、兜は被っていないが。
「私は全てを知っている……あの大戦乱の行く末も、『魔法』の存在意義も。」
「……そんなモン知ってて、何の得になるってんだよ？」
「貴様がレジスタンスの娘と師弟関係になっていることや、貴様の相棒が『ビューア』を通して反旗eq \o\ad(\s\up 10(　ひるがえ　),を翻し)ていることも、平和というeq \o\ad(\s\up 10(ひととき),一時)の安息に憧れ、兵士がこの場から消え去ったことも、全てだ。」
「っな……！？」
　声を出して、アルテがeq \o\ad(\s\up 10(おのの　),戦く)。そしてその驚愕は、衝撃となって彼を襲った。
　十メートルほど飛ばされて、しかし受け身を取り、さほどダメージは受けなかった。だが精神的な恐怖は残り、足取りを重くさせる。
「平和という名の世界、と言ったな……まんざら、幻想のものではないかもしれんな。十
年をかけて築き上げてきた私の野望を、あっけなく打ち砕いてくれたのだから----。」  

「てめぇ……俺の『世界』を覗き見してやがったってのか！？」
「そんなことをする必要はない。私に『ビューア』など、必要ない。」
　微動だにせず、ただ口だけを動かして紅眼の老人----スルトゥルは、静かに呟いた。  

「だが、私の知らないのは貴様の『全て』だ----貴様という人間が見えない。」        

「俺が……見えない？」
「なぜ、今が明るいのか訝っていたな？」
　スルトゥルは、全く関係のないことを言ってきた。
「ほんの少し、時間を戻させてもらった----とはいえ、我々がいる『ここ』の状況とは、
全く関係のないことだが----」                                                    

「……つまり、単に明るくしただけっていうのか？」
　アルテの言葉に、スルトゥルは感嘆の笑みを浮かべた。
「珍しく洞察力が冴えているではないか。」
「リーゼは……彼女達は、死んだのか？」
「気にせずとも、皆無事だ。ただ、貴様ほど強靱な精神力を持っていないだけだ……。」
　呟いて、右手を振り払う。日光を浴び、白銀の小手がきらめいた。
　そして、それが合図となったかのように、四人が一斉に起きあがり始めた。頭を振り、うめき声をあげながらも立ち上がる彼等は、しかし状況がまだ把握できておらず、ただ全員、惑うように辺りを見回している。
　ただ、アルテは安堵の表情は見せなかった。変わりにまた一つの、疑問が新たに浮かんでくる。
「つまり……どうやって『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』を使ったか、ということか……相手に触れることなしに、四人相手に、だ……。」
　笑みを浮かべるスルトゥルを前に、再びの驚愕という感情を、アルテは必死に押し殺した。そうしないと、相手のペースに引きずり込まれるような気がしたのだ。
「空間を操る『巫術』は知っているな？　つまりは、それと同様のことだ。空間を媒体にし、相手に触れる。このことは、そこの娘にも指南してやったが……」
　言って、リーゼを見やる。彼女の姿は半分消えていた----と思いきや、残り半分が、空
間に溶け込むように、スウッと消える。
　音を立て、スルトゥルは肩をすくめた。鎧がこすれあったらしい。
「……あれだけだ。確かに、逃げる時などはすこぶる役に立つだろうが、奴は『巫術』を戦闘に利用しようとしない。まるっきりだ。つまらんとは思わんか？　せっかく生まれ持った戦闘能力を、活かそうとしないのだからな。」
「----じゃあ、今から役立ててみせるわ。あなたの、目の前で。」                    

　エミストは、思わず身体を震わせた。何もない空間から、突然そんな声が聞こえてくる。だが、声の主は分かっている。リーゼだ。セッスルムニールから姿を消したように、目の
前の空間を裂いて、そこから現れる----                                            

　だが、エミストが驚いたのはそんなことではなかった。彼女は槍を持っていた。彼女の背丈ほどもある長さの、深海のように青い槍。その重量さは見た目からしてすぐに分かった。恐らく、自分の体重ほどはあるだろう。
　その槍を片手で持ち上げ、彼女は武装した老人と対峙した。
「ただし、今回限りよ。もう二度と、人は傷つけない。」
「そんなきれいごとは、実際に私を倒してから言ってもらおうか？」
　槍を構えるリーゼに対し、スルトゥルは腕を交差させた。それこそ、ひどく重みを感じさせるほどの、大きな腕を。
　そしてそれを、さっきとは逆の動作をするようにして、左右に広げる。同時に、鈍い音がする。結果、彼の両手には二本の剣が握られていた。どす黒い、妖しい光を放つ剣を右手に、そして自分の双眸を象徴するような赤い剣を左手に。
「暗殺剣アンサラーと、魔の十字剣フラガラッハ……無論、自分で勝手に決めた銘だが、自作の中ではひどく気に入っている二振りだ。」
「野蛮な趣味ね……信じらんない。」
　唾を吐くようにリーゼは毒づいた。低く構え、足を半歩ほど滑らせる。
「それにしても、今日はいやに饒舌ね。私の父親に似つかわしくないんじゃない？」
「当然だ。父親ではないからな。」
　瞬間、弾かれるようにして、リーゼの身体が飛んだ。彼女の持っている、槍もろともに。
　飛ばされる直前、彼女がどんな表情をしていたか、アルテには見えなかった。物理的に見ることができなかったのか、受けた衝撃のせいなのか、それは分からないが。
　そして、気が付けば彼女の父親であった男が、標的に向かって走り出していた。
「……おじいちゃん。」
　そう言いながら彼女は、育ての親の後をテクテクとついていった。
　幼い少女。言葉を覚えたての、幼すぎる少女。その、覚えた言葉はすぐに使いたがる少女は、どんな言葉の冒頭にも必ず、親の呼称をつけていた。
「おじいちゃん、どこに行くの？」
　まっ白な髭を蓄えた、優形の老人の後を、短い足をちょこまかと動かして、一生懸命ついていく。たまには小走りになり、また階段がある所は這いつくばって駆け上がる。
　老人は、ただ黙って先を歩いていた。彼女も何度か連呼していたが、疲れたのか口を動かそうとはしなくなった。
　やがて、老人は足を止めた。同時に、少女は安堵する。
　そこは、家の離れにある倉庫だった。人が十分住めるほどの、たっぷりなスペースのある、大きな倉庫。
　好奇心旺盛な少女は、そこで彼が連夜何かをしているということを、随分前から知っていた。それが発明と呼ばれる作業というものだと知ったのは、また随分後のことだが。
　彼はこちらを振り向いた。自分がついてきていたことは、既に知っていたらしい。
　彼は笑っていた。それは、彼が少女にとっておきの手品を見せてくれる時のものだった。
　だから、少女は期待した。彼が自慢げに紹介するものに対して。
　彼の後ろには、一人の老人がいた。親に勝るとも劣らぬ、紅眼の優男。
「リーゼ、紹介しよう。私の最高の友人かつパートナー、スルトゥルだ----」          

　彼は反射的に動いていた。
　このままでは、彼女が殺されてしまう。頭よりも、直感が早く働いた。
　倒れ込んだリーゼに、深紅の剣を振りかぶるところを彼は、横から割り込むようにしてその剣を受け止めた。正確にいうと、両手の掌で、剣の刃を挟み込んだ。
「……大したものだ。」
　だが決して驚愕の表情は見せず、スルトゥルは静かに呟いた。
「貴様の戦闘能力は、決してあなどれないと思っていたが……」
「彼女は殺させやしない。てめえは俺が倒す。」
　対してアルテは、必死の形相を見せている。
「……では、貴様から殺すと言ったら、どうする？　右手の剣を一振りすればお前の命はそこでジ・エンドだ。」
「上等だ……やってみやがれ！」
　自信ありげな様子に訝り、スルトゥルはアルテの視線を辿ってみた。見ると一人の少女が妙な銃のようなものをこちらに向けて構えている。彼女は正確に、こちらの頭を狙っているようだった。
「なるほど……大した連携じゃないか。戦闘技術も教え込んだのかね？」
　皮肉な笑みを浮かべ、スルトゥルは呟いた。その間、アルテはeq \o\ad(\s\up 10(ひととき),一時)も緊張を切らさない
----                                                                            

（くそったれ……よそ見する時くらい、力を少しは抜きやがれ！）
　だが、相手に弱みをつけ込まれると終わりである。はったりのつもりで、彼は敵に笑い返してみせた。
　が----                                                                        

「----グアアァッ！？」                                                          

　直後、悲鳴をあげてアルテは後ろに飛び退いた。その間の空間を、腹部からeq \o\ad(\s\up 10(したた　),滴る)血が舞い散る。訝って彼は、スルトゥルの持つ剣を見やった。そして驚愕する。
　いつの間にかスルトゥルは、剣のeq \o\ad(\s\up 10(つば),鍔)を握っていた。そして、こちら側に伸びていた鍔だった部分が、刃となっている。
「これが、魔の十字剣と呼ばれるeq \o\ad(\s\up 10(ゆえん),所以)だよ。私の意志で、この剣は自由自在に刃の方向を
変えることができる----」                                                        

　スルトゥルは、そう言って剣を持ち直した。そして、空を斬る。その後を追うように、アルテの血が宙を舞った。
「バカな……」
　銃を持つ少女が、声を洩らした。
「そんな……『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』はラグナロク終戦と同時に滅んだはずよ！　そんなものが、今
になって作れるはずが----」                                                      

「……ほう？」
　そこではじめて、スルトゥルは少女----リオへと振り向いた。                      

「その通りだ……そしてこれは確かに、私の作った『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』だ。そこの娘の持つ槍を参考にして作ってみたのだが。」
　にやり、と不適な笑みを浮かべてみせる。
　リオは、戦慄こそしたものの、後退はしなかった。それを見てスルトゥルは、笑みを満足げなものへと変えた。
「よかろう……褒美に、昔話をしてやろう……。」
「昔話……？」
　隣の少女----エミストが聞き返してきた。構わず、彼は続ける。                    

「五十六年前----世界の覇権をかけて繰り広げられた、史上最大の規模の大戦争。後にそ
れは、『eq \o\ad(\s\up 10(ラグナロク),神々の黄昏)』と呼ばれるようになった。全ての生けとし生けるものを滅ぼし、この『世界』を破滅させた。」
「けど、それはあくまで伝説にすぎないわ。だって私達は生きているもの----」        

「『世界』は滅んだのだ。人類は確かに、一度は滅亡したのだ。瀕しただけではなくな。だが、その滅びの戦争の中で、ある二つの『もの』が生まれた。」
「『魔法』と『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』、か。」
　ウォードの言葉を確かめる間もなく、スルトゥルは後を続けた。
「一般的には、『魔道具士』の生み出した『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』の力がラグナロクを終焉に導いたといわれているが、実際はそうではない。ある国が極秘に開発していた、究極の兵器によって幕は下ろされたのだ。その兵器は、開発中に誤って爆発してしまった。その国を中心とし、広がっていく爆炎によって『世界』は滅ぼされた。」
　彼はそこで、言葉を切った。
「だが、その爆発が導いたものは、滅びだけではなかった。その力は、滅びだけを目的と
するには、強すぎたのだ。爆発は『世界』のみならず空間をも裂き----そこから『魔法』
という、全く新しい『次元』が現出したのだ。そして、その次元と特に波長の合った者が、『魔道具士』という特別な存在になった。」
「……何ですって？」
「その新次元の現出は、『世界』に非現実的なものをもたらした。爆心地を中心にして、一定範囲のものを修復させたのだ。命を含めてな。つまり、その際に生き返った者が、今
生きている人類の祖先であり、爆心地----つまり、兵器を開発していた国の土地が、現在
残された『世界』なのだ。」
　そこで、スルトゥルは話をやめた。二本の剣を床に突き刺し、ただ静かに佇んでいる。
　だがエミストは、彼の話に大いに興味を持った。疑問を持ったともいうが。
「……なぜ、あなたはそんなことを知っているの？」
「私は、『世界』の人間全ての知識を持っている。」
　スルトゥルは、視線を宙に漂わせ、呟くように言った。
「先代----アースガルドを創った男は、その兵器の開発メンバーの一人でもあった。その
開発と平行して、もう一つ個人的に進めていた研究が、後に『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』と名付けられた通信ネットワークシステムだった。男は試作段階として、軍事的にそのネットワークを広めた。もちろん、軍の中のみで、だ。ラグナロクが終わり、幸いにもその男とネットワークシステムは『魔法』によって復元された。世界に平和が戻り、男は余興がてらに小さな会社を建て、その中で『世界樹』の研究を進めていった。男は社員を『世界』に送り込み、その隅々にネットワークのためのアンテナを設置させた。世界中にネットワークを広げ、文字通りそれは『世界樹』となったのだよ。『世界』という大地に根を下ろした、大きな樹を創ることに、その男は成功した。」
　まるで、宗教団体の教祖になったかのように、芝居がかったように彼は、両腕を広げた。
「そして男は、もう一つの余興を思いついたのだ。『世界』に生えたその樹を、自分のパートナーにしようと男は考えた。」
「……………………！？」
　声にならない声をあげ----                                                      

　リーゼは、その場に立ち上がった。その顔から、感情という感情が消え去っている。驚
愕、戦慄、悲哀----つい今し方まで、ありふれんばかりにあった感情全てが。          

　スルトゥルは黙っていた。黙って、ただ碧眼の女を見つめていた。昔から変わらない、澄んだ青の瞳。だが、はっきりとした自我を帯びた、もう子供ではない大人の双眸。
「……相棒の治療は済んだようだな？」
「おじい……ちゃんの、友達……あなたが、なぜこんな……？」
　スルトゥルは駆け出していた。再び、二本の魔剣を手にして。
　彼の繰り出す斬撃を、しかし今度は、リーゼは紺碧の槍で受け止めていた。未だ視点がおぼつかない彼女へ、スルトゥルは重く、鋭い攻撃を繰り返す。
　リーゼは防戦一方だった。が、見切りをつけて大きく、後ろに跳躍する。
「あなたがなぜ、こんな風に変わったのかは知らないけど……」
　肩に槍を構え、それを一気に投げつける。
「自分のやってることの善悪くらい、判別しなさいよっ！」
　か細い、女の腕に飛ばされた槍は、信じられないほどの勢いで標的目がけて飛んでいった。それをスルトゥルは、邪魔な無視をはたくかのように、二本の剣を叩きつける。
　だが、その瞬間、小さな爆発がスルトゥルを襲った！
「グゥッ……！」
　数歩よろめくが、しかし大したダメージは受けなかったらしい。対して槍は、そのまま方向を変え、リーゼのもとへと戻っていく。
「この槍----ピラムの威力は、知らないはずはないでしょ？　正真正銘の『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』が
鍛えた、誘導爆撃の槍の威力を。あなたの剣よりも数段強いわよ？」
　威嚇のつもりでリーゼは、槍を再び構えて見せた。スタンスを広げ、すぐに動けるようにリズムを取りながら。
　だが。
「……くだらんな。」
　そう、呟いた瞬間----                                                          

　再びリーゼは、宙を舞っていた。だが、今度は何とかうまくバランスを取り、着地する。あっけなく形勢を逆転され、リーゼは相手を睨み据えた。
「物理的にはeq \o\ad(\s\up 10(まさ),勝)っていても、この『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』を防がんことには私は倒せないぞ？」
　見開かれている深紅の双眸が、妖しげな光を放つ。
　リーゼがこちらの動きを警戒している中、ふと、スルトゥルは辺りを見回した。相棒の身を心配しているアルテ、相変わらず銃を構えたまま、標的をつかめないでいる少女、そ
してその後ろから、じっとこちらの動きを観察するもう一人の少女----                

（一人……足りない？）
　見ると、さっきまで倒れていた『セルフ』も消えている。
「いい判断だ……お前も得意の空間移動で、しっぽをまいて逃げたらどうだ？」
　顔を斜に構え、呟く。
　が、彼への返事は、リーゼが発するものではなかった。後ろから、何かペダルをこぐ音
が聞こえてくる----                                                              

　振り向くと、そこには逃げたと思っていた少年が、こちらに向かって『セルフ』に乗って全速力で走っていた。かなり長いこと走ってきたのか、肩で息をしている。
　体当たりでもするつもりなのかと、スルトゥルは半ば呆れた表情で右手の剣を左手に移
し、空いた手を少年に向かって突き出した。そして小さく息を吸う----                

（----やられる？）                                                              

　少なくとも、リーゼにはそう思えただろう。衝撃の場面を予想し、目を閉じかけた。
　が、視界に飛び込んできたものは、彼女の予想外なことだった。少年は前輪にのみ急ブレーキをかけ、反動で『セルフ』ごと宙を舞った。半回転し、後輪がスルトゥルに向くよ
うな形になり----                                                                

　それに触れると同時に、スルトゥルは悲鳴をあげた。
「グッ、ガアアァッ！？」
　たじろぐスルトゥルを背に、少年は受け身を取って着地した。『セルフ』はそのまま落下したが。
　ともあれ、ウォードは会心の笑みを浮かべていた。ぜえはあと息を荒らげながらも、汗を拭い、拳を握ってガッツポーズをとってみせる。
「へっ……機械なら、俺の管轄内だな……オーバーヒートしやすいようにいじった『セルフ』のエネルギー貯蔵庫からは、電気があふれる。そして、機械類は電撃に弱い……簡単なことだ……。」
　つまり、今までアースガルドを一周してきたか何かしていたのだろうが----          

　ともかく、彼の一撃はスルトゥルを倒すには至らなかった。すぐさま体勢を整えた彼に、あっけなく少年は吹き飛ばされた。
「くだらん……くだらん！」
　ブツブツと繰り返す老人は、再びリーゼに向かって駆け出した。その一撃一撃を彼女は槍で受け止めるが、逆上した彼の攻撃はさっきよりも重く感じる。
「私が……変わっただと？」
　攻撃を繰り返しながら、スルトゥルはそんなことを洩らした。
「変わったのではない……私はeq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽヽヽ),変えられた)のだ。貴様等人間にな！　ネットワークでは、様々な情報のやりとりが行われた。確かに私を上手く利用する者もたくさんいたよ。だが、中には脳味噌の腐った愚か者もいたのだ！」
　大振りが空を斬る。そこをリーゼがつけこむが、相手の構えが早かった。
「『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』には、いつしか表と裏ができていた。武器、麻薬……そういった裏取引をする者や、無差別に相手をeq \o\ad(\s\up 10(さけず　),蔑む)、汚れた言葉をまき散らす者達によって。人間は狂っている。中には、ネットワークを支配することによって『世界』を征することができると勘違いする者までいた！　様々な、かつ膨大な情報を処理していく私は、次第に狂い始め……そして、感化されていった！」
　漆黒の刃が、リーゼが持つ槍の柄を滑る----                                      

　その、身体に届いてないはずの剣は、彼女の胸を深くえぐっていた。
　傷口から、鮮血がほとばしる。残酷なまでに勢いよく吹き出すその血と対称に、リーゼの身体は悲しいほど静かに沈み、倒れた。
　その様子を、彼はただ黙って見ていた。何もすることができなかった。身体を動かすことすらできなかった。目の前の現実を受け入れることすら、できてなかったのかもしれない。何にしろ、リーゼが倒れる様子を目の当たりにして、彼は微動だにできなかったのだ
----激昂が、彼の神経を満たすまでは。                                            

　感覚が研ぎすまされる。まるで、自分の周りが静寂しきったような幻覚を覚えた。次の瞬間には、彼の視界には標的しか映っていない。
「----貴様あぁっ！！」                                                          

　そして無我夢中に駆け出し----アルテはスルトゥルの頭を殴り倒した。              

　甲冑で身を固めた、老人----の姿をした機械----の体躯が、すさまじい勢いで床に激突
する。が、間髪入れずに彼は起きあがり、両手の魔剣を相手に振るった。それをアルテは片方を、肘の間接をひねるようにしてつかむことで防ぎ、もう片方の魔剣を、そちらの腕に持つ剣を持って食い止めた。
　スルトゥルは少なからず驚いたようだった。動揺は見せないが。
「あの娘は、かつて私を創った男が拾ってきた捨て子なのだよ。貧しい家の生まれだったらしい……彼が拾ってきた時、あれは生死のeq \o\ad(\s\up 10(はざま),狭間)にいた。」
　剣を持つ腕に体重を乗せる。だが、アルテはひるまない。攻撃にも、言葉にも。
「私は全てを知っている。だが……貴様だけは分からない。」
「俺は、幼い頃に音楽に興味を持った！」
　もし相棒が元気な姿でいたら、そんなバカ正直に返事を返す必要などないだろうと突っ込まれるであろうことを、彼は大声で叫んだ。
「俺は夢中だった……だが、自作の曲を贈った、初恋の娘にそれをバカにされ、俺は一時期興味を失った。同時に女性に対する強い恐怖心が、俺の中に生まれた。それから八年、俺は再び恋に落ちた。音楽に対する興味も戻り、俺は彼女のために曲を作り上げた！」
　スルトゥルが目を見開く。衝撃の『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』をアルテは、ほとんど勘でそれをかわした。
「だが、彼女も俺を裏切った。金稼ぎに俺を利用していただけだった。そして俺は家を出
た。酒を飲み、暴力をふるい、体力の続く限り放浪を続けた。そして----」            

　巨体が、宙に浮かび上がりはじめる。腕一本だけを持つ力によって。
「そして俺は、彼女と出会った！　彼女は見ず知らずの俺を助けてくれた。『ビューア』を使って曲作りができることも教えてくれた。彼女は優しかった！」
「その彼女のせいで、貴様は腕に大きな傷を負ってしまったではないか？」
「うるせえっ！　これは、俺の勲章だ！」
　アルテは、持ち上げたスルトゥルの身体を頭上までもっていき----床に叩きつけた。  

　そして、そのまま動かなくなる。スルトゥルも、アルテ自身も。
　アルテは、激しい動悸を抑えるように歯を食いしばった。そして、同じく微動だにしない相棒へと振り返る。出血はひどい。だが、まだ息はあるらしい。
「誰か……誰か、傷を治せる人はいるか？」
　惑い、呟く。が、それより早く髪の長い少女が動いていた。薄く茶の入った、相棒よりも少し短い髪の少女。相棒の身体に触れるその少女の手が、淡く光りはじめる。
　それを見て、アルテはとりあえず安堵した。同時に、ひどく疲労を感じる。だがとりあ
えずこれで終わったと、彼は身体から力を抜いた----                                

「----機械の身体を傷つけても、私は痛みを感じない。」                            

　身体に衝撃が走る。気が付いたら宙を舞い、彼は頭から床に激突した。
　スルトゥルは立ち上がった。いつもと変わらない、石のように固い表情を浮かべて。
「膨大な情報量は、いつしか私の身に余るようになっていた。その貯蔵庫が、お前達が俗にクリスタル・タワーなどと呼んでいる『eq \o\ad(\s\up 10(ノアトゥン),天の館)』だ。あれを破壊でもすれば私もどうなるか分からないが、知っての通り、あれの硬度は絶対だ。破壊はできない。」
　ゆっくりと、儀式を始めるかのような歩調で歩いていく。
　エミストは、回復の『巫術』を中断させた。意識こそ戻ったが、この女はもう戦えない。
「さあ、そこをどけ……死に急ぐこともないだろう？」
　エミストは身構えた。とはいえ、逆立ちしても勝てない相手だとは百も承知だが。
　そして----リオは、全く動けなかった。今まで、全く動けなかった。                

　目の前で、血しぶきを見たことなど、今まで一度もなかった。
　初めて、戦闘の中での、本当の戦慄というものを感じた。
　手の中の『チャージ』を、掌が汗まみれになるほど握っていることしかできなかった。
　今、自分の後ろには、あのアースガルドの男が倒れている。本来ならば、エミストのように介抱してやらなければならないのだろうが、彼女にはそれすら恐くてできなかった。
（そうしたら----私も攻撃される。この人達のように----）                          

　結局自分は逃げているのだが、そんなことはどうでもよかった----                  

　と、ふと気配を感じ、下を見やる。そこには例の男がいた。這いつくばってここまで来たらしい。苦しそうにこちらを見上げ、彼は静かに微笑んだ。
「……恐いか？」
　返事はできない。できていたら、とっくに介抱もできていただろう。
「あいつは……バケモノだな。世界中の知識と、無敵の体躯を持っている。その上、唯一の健在する『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャンター),魔道具士)』で、かなりの『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』の使い手ときた。」
　エミストが『巫術』で対抗している。リオは思わず、目をつむった。
「だが……あいつは機械だ。さっき、君の兄さんが言っていたな。機械は電撃に弱いんだってな？　それなら、ひょっとして奴を倒せるかもしれない……？」
　頬に、一筋の汗が伝う。
「……それは、電撃を放つことができるのか？」
「え？」
　そこではじめて、リオは言葉を洩らした。男は『チャージ』を指さしている。
「これは……『巫術』の魔力を撃ち出す……効果は、様々に、ある。」
「……君は使えるのか？　それを……」
「使える……けど、私の力では、あいつを倒すことは……できない。」
「……俺じゃ無理か？」
「……え？」
「俺は『巫術』なんて使えない。だが、潜在的に魔力があったりするかもしれない。そうでなくとも、俺の感情をこれで撃ち出すことはできないのか？」
　そこで会話は、突然聞こえた金属音に妨げられた。見ると、エミストの手から何かが床に落ちたらしい。スルトゥルの剣である。どうやって奪ったかは知らないが。
　彼女は、苦悶の表情を浮かべていた。それをeq \o\ad(\s\up 10(あざわら),嘲笑)うかのように、スルトゥル。
「『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)の使い手とは……少し驚いたな。だがなぜ、『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』に『魔術』が効かないのか分からなかったようだな。つまり『魔道具』とは『魔術』の発展系なのだよ。物体に、
二重に『魔術』をかけることはできない----」                                      

　そんなことが聞こえてくるが、今はどうでもよかった。
　リオは、アルテの手を取ると、それを銃身に乗せた。床に膝をつき、アルテと高さを揃える。彼女は、トリガーに指をかけ、銃口をスルトゥルへと向けた。
「この銃が、自分の手の延長部分だと思って、意識を一点に集めて下さい。準備ができたら合図をお願いします。それを、私の魔力で撃ち出しますから。」
「任せとけ。戦慄の不協和音を食らわせてやるさ。」
　そう言って、笑いかける。もう片方の手を、リオの頭にポンと乗せた。
　深呼吸をする。二人が同時に、熱い息を吐き出した。
　エミストが再び対峙する。このままでは、彼女にも被害が及ぶ。何とか彼女に合図を送りたかったが、それでは敵にも知られてしまう。
　アルテの手が、熱くなる。銃身を伝わり、それはリオの手に届いた。
　二人の呼吸が止まる。標的を、機会を彼等は四つの瞳で見据えた。
「----そう同じ手をくうかっ！」                                                  

『セルフ』に乗って来たウォードを、スルトゥルが深紅の魔剣で薙いだ。
「今だっ！！」
　アルテの叫び声が、辺りの空気を振動させる。
　同時にエミストが、横に跳ぶのが見えた。『チャージ』から、溢れんばかりの光熱波がほとばしる。それはまっすぐ伸びていき、標的を飲み込んだ。
　そして----                                                                    

　辺りには、静寂が訪れた。
『チャージ』は、粉々に砕け散った。威力の制御をしきれず、自らも崩れ果てた。
　光熱波は、全てを貫いた。空気も、鎧も、魔剣も。
　鎧をかすめ、むき出しになったスルトゥルの胸部からは、小さなキーボードがのぞいている。鎧だった鉄板は、今やその役目も終えて、静かに床に沈んでいる。
　アースガルドの防壁をも貫いた光熱波は、もう少なくとも彼等の見える範囲内にはない。そうでなくとも、威力はもうないだろう。二度と帰らぬ切り札を一瞥し、リオはその場に崩れ落ちた。
「……ゴメンなさい……あいつを倒せるだけの力はあったのに……。」
「いや……上等だ。無理ないさ、自分の兄貴がやられたってのに、平常心を保てる方がおかしい。」
　肩をひきつらせ、しゃくりあげはじめる少女を、彼は優しくなだめてやる。
　だが、スルトゥルは別だった。戦慄により、全ての感情が消え去った双眸に、再び光を灯らせる。動悸はまだ治まらないかもしれない。だが彼は、人間ではない。
「----万策尽きたな。千載一遇のチャンスを逃すとは----」                          

　彼は視線を横に薙いだ。その先には、槍にもたれた、満身創痍のリーゼの姿がある。
「戦うつもりか……その身体で？」
　核心をついたその言葉は、しかし彼女には届かなかった。スルトゥルを無視し、彼女は足を引きずりながら、青く輝く塔へと対峙する。
「フッ----ハハハ、頭でもいかれたか。その槍であの塔を破壊するとでも？」          

　彼女は歩き続ける。身を頼らせているその槍は、あまりにも重そうに見えた。
　スルトゥルはかぶりを振った。砕け落ちた深紅の魔剣を足で払い、深く息をつく。
　彼は両腕を広げた。話をする時に見せた、芝居がかったような仕草で。
「ここまで私を追いつめたのだ。貴様達に敢闘賞を与えよう……このキーボードは『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラ),世界)

eq \o\ad(\s\up 10(シル),樹)』たる私を唯一止めるための装置なのだよ。ネットワークに支障を来した場合、これで
システムを一時的に停止させる----」                                              

　そして再び、かぶりを振る。
「だが、それに必要なパスワードを知っていた唯一の男は、もうこの世にいない。天命を
果たし、彼は天に召された----」                                                  

　最後に彼は薄く笑い----あるいは苦笑だったかもしれない----、腕を下ろした。そして
ふと、気付く。そこには気配すら感じなかった。
　双眸に涙をためた少女が、目の前に立っていた。鎧を破壊したその少女は、例の装置を目の当たりにしているらしい。しばらく彼女を凝視していたが、やがてスルトゥルは小さく息をついた。そして哀れみの視線を向ける。
「悔しいかね、お嬢ちゃん？」
「----『eq \o\ad(\s\up 10(アンダープロッタ),伏線引き)』」                                                            

　皮肉いっぱいのつもりで言ったスルトゥルの表情は、虚ろな表情をした少女の一言により凍り付いた。
　彼女はこちらを見上げてきた。涙をこぼし、力なくうめく。これ以上ない、か細い声で。
「『世界』へ向けた伏線。軍隊を指揮し、『世界』を治めようとした伏線。あなたの友人にかけた伏線。友人の会社を、軍隊へと変えた伏線。」
　辺りには、静寂が訪れていた。沈黙というかもしれないが。
「私は、アースガルドについての『世界』を見つけた----そこには、ここの見取り図や、
軍隊組織のことが挙げられていた。でも、それだけじゃなかった。そこから、もう一つの別の『世界』に行けた。たった一つの言葉しかない、ほんの小さな世界。」
　リオは涙で濡れた手で、キーボードを操作しはじめた。
　ゆっくりと。赤子の頭をなでるような、柔らかく優しい手つきで。
「あなたの友人は、あなたにすら分からないネットワークを持っていた----いや、違う。
あなた自身にすら分からない、ネットワークの使い方を知っていた。結局、伏線を張られていたのはあなただった。その人はあなたのことを全部理解できていても、あなたからはその人の見えない部分があったから。」
　風が吹いていた。空を斬る音すらたてない、静かな風が。
「----さようなら。」                                                            

　彼女は、最後のボタンを押した。
　彼の瞳から、光が消えた。一時的ではなく、永遠の終焉を迎えたものの姿が、そこに静かに佇んでいた。
　空が暗転しはじめた。
　スルトゥルが停止して、彼の『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』の効力が薄まってきたのだろう。
　だが、彼等はそんなことには構わなかった。ただ、黙って夜明けが来るのを待っている。
　あれから、リーゼやアルテ達の傷を癒し、全員無事ということでリオは安堵の息をついた。他の四人は今、ついさっきまでの死闘も忘れ、互いの話に盛り上がっている。
　アースガルドの浮遊eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)は、アースガルドそのものに組み込まれているらしく、停止させることはできないということらしい。必死にウォード達が探したらしいが、そのことをリーゼから聞かされた時、彼は仰向けになって抗議の声を洩らした。
　主を失ったアースガルドは、本来ならリーゼが受け継ぐはずだが、スルトゥルの娘ではなかった彼女はそれを放棄した。最後の仕事としてアルフヘイムの支社を本社に任命し、技術者に『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』の改良をさせるらしい。アースガルドの存在意義そのものを変え、それからは、本当の両親を捜す旅に出るのだという。
　本当のことを知った彼女からは、ショックという表情は伺えなかった。むしろ、あんな男を親に持たずによかったと、安堵していた。
「----で、あなたは一体これからどうするの？」                                    

「俺？　俺は----そうだな。とりあえずこの子達のアジトっていうか、もうそんな言い方
しなくていいんだろうけど、まあそれとかだ、町の復旧を手伝うさ。事情はともあれ、俺は悪者だったんだからな。それくらいの罪滅ぼしはやらないと。」
「いやぁ、頼りにしてますよ、アルテさん。」
　と、これはウォードの声。アルテはそれを聞いて深く頷いた。
「おう、任せておけって。」
「ダメよ。コイツ、おだてたらキリがないんだから。適度におだてなさい。」
「何じゃいそりゃ……。」
　その様子を見て、エミストがクスクスと笑っている。まあ、みんな笑っているのだが。
　外の景色にも飽きて、リオは四人のもとへと駆け出した。それを見てアルテが思い出したように手を叩く。
「おお、それに我が弟子にも指南してやらんとな！」
　彼の後をウォードが、拍手して盛り上げる。リオは最初、話の内容がつかめなかったが、やがて表情を輝かせた。
「……ハイ。よろしくお願いします、師匠！」
「師匠？　師匠……いいねぇ、それ。」
「ホント、アンタにゃもったいない呼ばれ方ね。」
　照れながら頭を掻くアルテに、リーゼはかぶりを振った。半眼で睨み返されていることには、気付いていないようだが。
「でも、寂しいな。リーゼさんは旅に出ちゃうし、師匠だって、いつまでもフォールクヴァングにはいないだろうし。」
「……ま、そうだけどな。」
　視線を上げながら、アルテは独白のように呟いた。
「俺達は、世界樹の葉なのさ……一本の『世界』という樹に、みんながいる。葉には、表もあるし、裏もある。だがそれは、それぞれ重要な役割を果たしているのさ。一番端の葉は、逆の端にある葉を一生見ることはできないかもしれないけど、それでも同じ一本の樹
で繋がっている。冬には枯れて舞い散ってしまっても、春にはまた新しい若葉が茂る----

それと似たようなもんさ、人間ってな。」
　そしてまた、笑ってみせる。スルトゥルを撃つ時に見せたような、あの笑みを。
　しかしそれは、すぐにかき消された。後ろから頭をチョップされたのだ。
「アンタらしくらいセリフじゃない。小説家にでも転向したら？」
「ふーん、俺は音楽だけで十分なのさ。」
　口を尖らせて、彼はあさっての方を向いた。が、ふと思い出すように振り返る。
「しっかし、いつもいつも俺にちょっかい出してくるってことは----」                

　言いながら、彼女の肩に手を回した。
「----さては、ホレたな？」                                                      

　目を丸くする。それはリーゼだけでない----早い話が、アルテ以外の全員が。        

　彼等は互いの顔を見合わせた。それぞれが、似たような表情を見せている。
　そして----それらは一斉に頷いた。不適な笑みを浮かべて。                        

『一生言ってろ～っ！』
「うわあああぁっ！？」
　全員に蹴り倒され、彼は床に突っ伏した。情けない格好をして、ひっくり返る。
　それを見て四人は、笑い出した。この上なく楽しそうに、肩を震わせながら。
　さざ波が、静かな音を奏でている。その彼方、水平線からは新たな始まりを意味する一条の光が『世界』に向かって差し込まれていた。
＿／＿／＿／　エピローグ　＿／＿／＿／

　澄んだ青空が気持ちいい。
　そういえば、師と初めて知り合ったあの日も、このくらい綺麗に晴れた青空だったなと、彼女は胸中で独白した。ただ、違うといえば、今は涼しく、秋にさしかかってきていると
いうこと、それともう、あれが視界に入ってきても、不快にならないということ----    

　そして、前とは生きる目的が違っているということ。
　彼女は、いつものように塀に腰掛け、足をぶらぶらとさせていた。涼しげなそよ風が気持ちいい。暑さに弱い分、涼しさ、寒さには慣れている。季節の変わり目で、近所の子供達の中には風邪をひいてしまったのもいるらしいが、彼女にとってこの風は、空からの心地よい秋便りでしかない。
　彼女は空を見上げた。高くそびえる、澄んだ青に身体が吸い込まれる感覚に陥りそうに
なる。実際、身体が浮いてきそうな気がして、彼女はゆっくりと目を閉じて----        

「……リオ、」
　唐突に聞こえてきた呼びかけに彼女----リオは、危うく塀からすべり落ちそうになって
しまった。同時にハッと我に返り、声のした方を見やる。そこには、細身で長身の女が、『セルフ』の横に静かに佇んでいた。
「----リーゼさん？　いつ帰ってきたの？」                                        

「帰ってきたってわけじゃないのよ。ただ、ちょっと近くを通ったものだから。」
　女----リーゼはそう言って、軽く微笑んだ。細身の割には力があるというのは、二ヶ月
前の事件からよく知っているはずなのだが、こうして一台の『セルフ』に大きな荷物を縛り付け、それを平然と運転しているのを見ると、改めて凄いと、リオは感嘆の息をついた。
　一方リーゼは、そんなリオの考えに気付いたらしい。慌てて手を振り、
「あ、これ改造車なの。電力の貯蔵庫がそのままeq \o\ad(\s\up 10(ブースター),増幅器)になってて、少しの力で進めるようになってるの。」
「え、でもリーゼさん、アースガルドじゃあんな重そうな槍を振り回して----」        

「言ったことあるでしょ、あのピラムって槍は、勝手に標的まで飛んでってくれるの。振り回すにしても、半分はあの槍自身が動いているから、まあちょっとした力の入れ具合で狙いを定めていたわけ。あれもあなたのチャージと同じ、『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』なのよ。攻撃の際に爆撃したりするのも、みんな魔力なんだから。」
「あ、そうだったんですか。」
　初めて知った、というように、リオは納得顔をみせた。同時に、呟く。
「力の入れ具合、かぁ……ま、年の功ってやつかな。」
「聞こえてるのよ、それ。」
　半眼でぼやくリーゼに、リオは口に手を当てて、あさっての方を向いてしまった。横目で見るとリーゼは、確かに以前の彼女のような、冷たい表情を見せてはいた。だが、本当にそうしていたのかと訝ってしまうほど早くにその表情は消え、もとの素顔に戻っていた。笑みすら浮かべ、小さく肩をすくめる。
「ところで……あのバカは？」
「……それって、師匠のことですか？」
　今度はリオが半眼で----とはいえ、呆れた時なんかに見せるそれだが----聞き返す。し
ばらく間を空け、無意味に頬などを掻いていたが、
「今、ここにはいませんよ。何か、音感を鍛える旅に出るとか言って----てっきりリーゼ
さんを追っていったのかと思ってたんですけど。」
「私を？　何で？」
「いえ、何となくなんですけど……。」
　さらに頭を掻き、リオはそう呟いた。対してリーゼは、怪訝そうに首を傾げる。
　何となく、ばつが悪そうに思ってしまい、それからリオはしばらく黙り込んでいた。近くを走り回る子供達の声が、波紋のように辺りに響きわたる。耳をすませば、遠くにある海のさざ波の音も聞こえるかもしれない。実際はそう時間がたってはいないだろうが、リオにしてみればそれは、何十分もの時間に思えた。
　そんな中、リオはふと気が付いたことがあった。どうも何か、違和感のようなものがあったのだ。
「ところで……リーゼさん、」
「ん、何？」
「リーゼさんって、あの、ちょっと言いにくいんですけど……一応、アースガルドのお嬢様みたいな人だったんですよね？　確かに、社長が実の父親ではなかったんですけど。」
「ん～……まあ、確かにそうだけど？」
「だったら、そんな『セルフ』なんて貧乏くさいものなんて使わないで、もっと楽に旅ができませんか？　いくら改造車といっても、体力は使うわけだし……」
「あのね、リオ。」
　ハンドルに腕を乗せ、その上にあごを乗せる形で、彼女はリオの方へと身を乗り出した。
「確かに、私はアースガルドにいた時は、裕福な生活を送っていたかもしれない。まあ、何をしていたかは別として、ね……でも、今は違う。本当の両親を捜す旅をしているのよ。もう、アースガルドの将軍職なんかじゃない。その時の私は、捨てきってしまいたいの。
あなた達から見たら、そんなこと都合のいいこととしか思えないだろうけど----」      

　目を細め、リーゼは遠くの空を見上げた。太陽の中を、渡り鳥が飛んでいくのを見送って、また視線を戻す。
「だけど、それでも私は過去の償いをしたいの。だから、アースガルドで稼いだお金はみんな、色々な施設に寄付して回ったわ。おかげで今や、すっからかんよ。」
　苦笑して彼女は、財布を開けてみせた。確かに、中にはほとんど入っていない。
　それを見て、リオが心配そうにしていたが、そこでリーゼは不適な笑みを見せた。肩さえ震わせ、言ってくる。
「だから、あのアルテのバカから貸していた金を返してもらおうと思ったわけよ。あいつの給料で『ビューア』一式なんて買えるわけないでしょ？　ここにいなかったのは誤算だったけど、返してもらうまでは地の果てまででも追っかけてやるんだから。」
　それもアースガルドで稼いだものなのでは、とはリオにはとても言えなかった。代わりに、乾いた笑い声がすきま風のように喉から出てくる。
　そんな時、彼女の後ろで窓が開く音がした。見ると、彼女の兄が何か白いものを持ってそこから顔を出している。
「リオ、お前の師匠って人から手紙が来たぞ。」
「え、ホント？」
　言うが早いか、リオは塀から飛び降りた。そして、家のドアまで早足で駆け出す。
「そこで待っててね、まだ読んじゃだめよ？」
「え、いや、もう一通り読んじまったんだけど……。」
　言い終えて、ウォードはしまったという顔をした。だが時は既に遅く、半眼でこちらを睨んでくるリオの、姿は塀に大半が隠されていても、その気迫が十分に伝わってくる。
「バカッ！　何でもう読んじゃうのよ？　んもう、私の最大の楽しみというか、私達の師弟愛というか、とにかくそれを邪魔するようなことしないでよね、ったく信じらんないんだから！」
「お前……何ていうか、口調も性格もあのノッポのねーちゃんに似てきたな……。」
　それはまずいぞお前？　と言いたげな表情で、かぶりを振る。その時、こちらを見つめ
る人間がふと視界に入ってきたので、何気なくそちらを見やる----                    

　----と、                                                                      

「うわわわわっ！？」
　異形の物体を見たかのような形相で、彼は悲鳴をあげた。同時に、後ずさりする。
「すっ、スンマセン！　そこにいらっしゃるとは思いもしなかったもので。もう言いませんから殺さないで下さい！」
　すると今度は、リーゼが半眼になる。頬に冷や汗を一筋、伝わせながら。
「私……あなたのお兄さんに、どんな風に思われてるのかしら……？」
「……知らない方が幸せってこともあるんですよ。」
　同じく半眼で、リオが応える。まあ、彼はほとんど彼女の戦いの場面しか見ていないの
だが----                                                                        

　ともかく、リオはウォードから手紙を受け取り、封筒から中身を取り出した。文字がびっしりと書き込まれている二枚の紙を見て、リーゼは口笛を吹いた。
「あいつの手紙なんて初めて見るわ。何て書いてあるの？」
「待って下さいよ。私が読むんですからね？」
　そう言ってリオは、手紙を開いた。その上からリーゼが、こっそりと盗み見する。
「えっと……拝啓、我が弟子リオ様、いかがお過ごしでしょうか？　お兄さんやお友達は
お元気でしょうか？　今、俺はスリュムヘイムという所に来ています----」            

「スリュムヘイム？　辺境ねー。」
　眉間にしわを寄せて、リーゼ。リオは咳払いをし、かまわず続けた----              

『----時のたつのも早いもので、君と別れてもう一ヶ月がたちました。セッスルムニール
の復旧や、君のお父さんの回復を見届け、安心して旅に出たわけですが、それでも離れてしまうとどうしても愛弟子の身が心配になってしまい、こうして筆をとっている次第です。スルトゥルが倒れ、あれからアースガルドや、君達『ヴァルキリー』の存在意義が大きく変わってきたわけだけど、それでも俺は君に『ヴァルキリー』の一員としての何かを続けていってほしいと思っています。音楽を学ぶのに、音楽のこと一つを見つめているだけでは、決して大きな成長はありません。何かもう一つ、音楽の他にも自分が熱中できることを探して、続けていって下さい。全く違った視点から見た音楽、それがあってはじめて自分の殻を破ることができるのだから。また――』 

　――苦笑し、あるいは頬を掻き、リオは手紙を読んでいった。そして、二枚目の最後、妙に離れて書かれている一文に目をとめる。 

『追伸――もしリーゼさんに会ったら「借金待って」って伝えといて。』
「野郎……」
　完全に目の据わったリーゼのうめき声に、リオは身体を硬直させた。
「いつか絶対eq \o\ad(\s\up 10(や),殺)らなきゃね……もちろん、その前に借金返してもらうけど。」
　そう言って、拳を握る。二ヶ月前以来の冷や汗を流し、リオは心底から戦慄した。
　と----そこに、意外な所から助け船が現れた。                                    

「ダメですよ、そんなことしちゃ。あの人、あなたのこと好きなんですから。」
　サンダルで外に出てきたウォードは、そう言ってリーゼの顔を覗き込んだ。
「あなたも、少なからず好意は持っているんでしょ？　一緒に旅とかしないんですか？」
「私が？　あのバカと？」
　ケラケラと、まるで腹を抱えるようにひとしきり大笑いし、リーゼはかぶりを振った。笑みは次第に苦笑へと変わっていったが、それもやがて表情から消える。
「……そうねー、私からの借金を百倍にして返してくれたら、考えてもいいわよ？」
「いやー、そんなこと言ったら、ホントに返してくれるかもしれませんよ？　愛の力って、絶大なんですから。」
　と、ウォードが冷やかすように笑う。リーゼもそれに応えるかのように笑い、
「うーん、そうはいっても、結構な額だし……ね？」
「そうですか？　だったら俺、アルテさんを応援しますよ。もし返済が実現したとしても、その時になってウソでした、なんて言わないで下さいよ？」
「ちなみに大体、昨年度のスリュムヘイムの町の納税額くらいよ？　確か。」
「さってと。父さんの苦労を少しでも減らせるように、俺も働かなくっちゃ。」
　と、急にあさっての方を向いて、ウォードは腕を回しながら家の中へと消えていった。
「男って、薄情よねー。」
　半眼で、しかしこの上なく楽しいというように笑いながら、リーゼ。一方、リオは再び空笑いをしている。冷や汗と共に。
　それからまた、しばらくの沈黙が訪れた。リオは、家からまた兄が顔を出してくれることを期待していたのだが、どうやら彼は、部屋にこもりっきりになったらしい。半ば、本当に薄情だと思いながらも彼女は、何とかこの雰囲気を変えようと試みた。
「……リーゼさん、そんなに師匠ってまずいんですか？」
「へ？　あ、ああ……いや別に、大したほどじゃないわ。スリュムヘイムの人口ったって五十人もいないわけだし、商業もほとんど発達してないしさ……ただああ言えば大人しく引っ込んでくれるかな、って。」
「いや、その……お金のことじゃなくって。」
　慌てるように、リオは手を振った。後ろめたいような表情で、呟く。
「つまり、あの……人間性っていうか……一人の男としてっていうか……」
　普段言い慣れない単語を口にして、リオは完全にうつむいてしまった。自分ではよく分からないが、紅潮さえしているかもしれない。
　返事は、なかった。恐る恐る、リオは顔を上げてみる。目の前にはリーゼの姿があった。
当たり前だ----だが、様子が変である。彼女のその、澄んだ青の双眸は、限りなく大きく
見開かれていた。視点もあっていない。ピントのずれた、カメラのレンズのように。
　そしてそれは、いきなりシャッターに閉ざされるがごとく、彼女のまぶたに遮られてしまった。わずかな、笑い涙を交えて。
「プッ……アハハハハ！」
　リーゼは再び大笑いを始めた。腹を抱え、ハンドルを叩いて必至に笑いを抑えようとするが、それも効かないらしい。その様子にたまりかねて、リオが口を尖らせた。
「リーゼさん……何も、そんなに笑わなくっても。」
「フフ……ねぇ、リオ。私達って、そんなに似合ってる？」
　唐突にそんなことを言われ、リオは思わず面食らった。
「え……いや、そんなこと、急に言われても……」
「だって、兄妹に同じこと言われたのよ。気にしない方が変じゃない。」
　リオは腕組みした。慎重に言葉を選び、視線を戻す。
「まあ、その……似合ってると思います。少なくとも、私から見ると。」
「えー、ショックー。」
　だがリーゼは、予想を大きく裏切って、あからさまに嫌そうな声を出した。
「ショック……なんですか？」
「だってぇ、あの男よ？　信じらんない。」
　眉をひそめ、言ってくる。だが、今度は彼女を非難しようとは、リオは思わなかった。
「あーあ、今度はそんなこと言われないように、いい男見つけなくっちゃねー。」
　思わず、笑みがほころんでくる。そうだ。これが平和というものなのだ。
　リオは、満足げに頷いた。そして、空高く見上げる。どこまでも続く、広い空を。
「どんなに大きな樹でも、見上げる空は一つ……どんなに離れていても、師匠と私は、同じ空でつながってるんですよね……。」
　澄み切った青空。『世界』をいつまでも見守っていくその大空は、少しずつ秋色に染まり始めていた。
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